
多湿黒ボク土 (以下黒ボク土壌と記す)で生産された
産米は、玄米タンパク含有率が高く、自度が低い傾向が

あると指摘されている。最上地域は、水田での黒ボク土

壌が他地域に比べ多い状況にある。このため、現地圃場
における玄米タンパク含有率と自度との実態を把握し、

良質米生産に資するため調査を行つた。

2試 験 方 法

東北農業研究 CTohokuへ算c Res.)55, 51-52(2002)

黒ボク土壌 における玄米白度の現地実態

古賀千博・松田裕之*・ 三浦浩・上林儀徳
(山形県農業研究研修センター中山間地農業研究部・*山形県農業技術課)

Vヽhltncss of Brown Ricc at Kuroboku son in、 1。gami Area

Kazuhiro K00A, HiЮ yuki MATSUDA, Hlroshi MIURA, Yoshinori KANBAYASHI

(Deparlmcnt Of Hilly and Mountainous Arcas AgricuLural Studies of Yamagata Agriculttlral Research and Training Ccnter.

*Yamagata Prcfcctural Govcmmcni O■ ice)

1  は  じ め  に
表2に黒ボク土壊における品種別玄米タンパク含有率

および玄米自度、表 3にその他土壌における品種別玄米
タンパク含有率および玄米自度を示した。表4には品種

月1土壌別玄米タンパク含有率および玄米白度を示した。

2 品種別玄米タンパク含有撃および自度 (黒ボク土壊 )

調査年次  2001年
調査品種  はなの舞、あきたこまち、ひとめ
ばれ、ササニシキ、はえぬき、コシヒカリ

調査方法  山形食糧事務所新庄支所に協力依
頼し、最上地域の現地圃場 (黒ボク土壌及びそ
の他土壌)の精玄米を採取してもらった。サン
プルを持ち帰り、再度 19mm網で調製し、玄
米タンパク含有率および玄米自度を調査した。

調査点数

黒ボク土壌 :64点 (はなの舞 14点、あきた
こまち 18点、ひとめばれ 9点、ササニシキ9
点、はえぬき H点、コシヒカリ3点 )
その他土壌 :69点 (はなの舞 12点、あきたこ
まち 20点、ひとめばれ 8点、ササニシキ 5
点、はえぬき20点、コシヒカリ4点 )

3 試験結果及び考察

表 1に市町村別水田面積及び黒ボク土壌面積を示し
た。全体では、水田での黒ボク土壌の割合は 33%と 高
い。なかでも、新庄市、真室川町に黒ボク土壌が多く、

戸沢村、鮭川村、大蔵村では害1合が低いことが分かる。

表 1 最上地域全市町村別水田面積、黒ボク土壌
土)面積および黒ボク上

市町村名 水田面積 黒ボク土壌耐 割  合
新庄市 5 130ha 2 245ha 438%
金山町 1.570ha 545ha 347%
最上町 2_230ha 740ha 332%
舟形町 1 620ha 615ha 380%
真室川町 2 030ha 885ha 436%
大蔵村 982ha 160ha 1630/0

鮭川村 1 740ha 240ha 138%
戸沢村 1 540ha 115ha 75%
合計 16 842ha 5 545ha 329%
山形県地力保全基本調査総合成績書 (1召和 53)よ り
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表3 品種別玄米タンパク含有率および自度 (そのlL上ぃ)

品種の平均値で比較すると、次の傾向が認められた。

①玄米タンパク含有率について、黒ボク土壌とその他土

壌での大きな差はなく、いずれのEL壌においても倒伏し

やすい品種で玄米タンパク含有率が低い。

②自度 1(精玄米の自度)は、コシヒカリを除き黒ボク
土壊でやや高い。

③自度2(精玄米から着色粒 (自粒、青粒、茶粒)およ
び肌ずれ粒を除いた自度)は、ヨシヒカリを除き黒ボク

土壌でやや高く、いずれの土壊でもほとんどの品種で自

度が20以上となつた。
コシヒカリは晩生品種で、初期生育が確保しにくい黒

ボク土壌では出穂期、成熟期が遅くなるため、登熟に必

要な気温が確保されにくいため、自度が低くなつたもの

と考えられる。

また、黒ボク土壌およびその他の土壌の自度は、自度

2が自度1よ り高く、その程度は土壌による明確な差は

認められなかつた。

4 ま と め

黒ボク土壊とその他土壊では、玄米タンパク含有率お

よび玄米自度の差は認められず、着色粒 (特に青粒、茶

粒)を少なくする栽培管理を行うことにより玄米自度が

向上するものと推定された。なお、調査年は登熟期間が

平年に比べやや高温で経過したため、低温年での調査も

行う必要がある。
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注)自 産1:精玄米

自度2:精玄米―〈青粒+自+薄案 兼粒+肛ずれ粒)
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